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②学校と地域
の課題

03 学校支援
ボランティアの

確保・育成

小中学校における授業や行事
等の補助的役割を担うボラン
ティアの人数が学校のニーズ
に対し、十分に確保できていな
い。

ボランティア活動に対す
る周知を行い、認知を広
げ、活動へ興味を持つ人
を増やし、事業がさらに
進展して活発なものとな
るよう努力する。

コミュニティスクール導入に向けた取り組
みを行う中で、学校支援ボランティアの情
報も加えた周知を行う。

ボランティア登録人数の増加 人数 40 人 50 39
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就学時検診時等の学校行事に参加した保護者や地域の方
にチラシを配布し学校支援ボランティアの募集を行ったが、
目標に対し、実績値が低い結果となった。活動内容を周知し
広く募集を行う等の工夫が必要。

②学校と地域
の課題

02 青少年の
健全育成

市内の小学生に対する体験活
動の場が十分でない。

学童保育のない校区にお
ける放課後子ども教室の
充実

放課後子ども教室へのアフタースクール
講師の派遣

アフタースクール講師による放
課後子ども教室でのプログラム
実施

回数 10 件 20 15
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学童保育のない２校区に対し、他校区でアフタースクールが
実施され、日々体験プログラムを行う中で、体験の差ができ
ている。制度上、料金の差があるためアフタースクール同様
の回数まではできていないが、アフタースクールに向けて
徐々に回数を増やしていく。

②学校と地域
の課題

02 青少年の
健全育成

市内の小学生に対する体験活
動の場が十分でない。

学童保育のない校区にお
ける放課後子ども教室の
充実

アフタースクールの実施校区拡充 実施校区拡充 実施校区の校数 11
校
区 13 13
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令和７年度は、市・松帆の２校区でアフタースクールを開始し
た。松帆においては市内唯一の公設民営の委託事業となる
が、市内で事業に内容の差が生じないよう、スタッフの交流
等連携をとりながら事業を進めることができた。

事業で重点的に取り組む課題に応じた目標等の設定

市町名 南あわじ市

アウトカムの達成度に関する評価・分析
（事業における成果、課題、改善点等）
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